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中
央
本
部
が
６
月
９
日
に

経
営
側
か
ら
提
案
を
受
け
た

「
扶
養
手
当
の
見
直
し
」
に
つ

い
て
、
組
合
員
か
ら
は
様
々
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

特
に
配
偶
者
を
現
行
の
１

６
，
０
０
０
円
か
ら
減
額
す
る

と
し
た
点
に
関
し
て
「
６
，
０

０
０
円
も
減
額
す
る
根
拠
は

何
か
」
「
世
代
に
よ
る
不
公
平

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
公
平
性
や
納
得
性
に
疑
問

符
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

扶
養
手
当
は
基
準
内
賃
金

に
含
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
見
直

し
は
月
例
賃
金
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
生
涯
賃
金
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。 

経
営
側
は
「
扶
養
手
当
」
を

見
直
す
目
的
と
し
て
「
子
育
て

支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
配

偶
者
を
減
額
し
、
子
を
増
額
す

る
根
拠
に
つ
い
て
、
配
偶
者
に

対
し
て
扶
養
手
当
を
支
給
す

る
割
合
が
減
っ
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
ま
し
た
が
、
机
上
の
計

算
や
デ
ー
タ
だ
け
で
社
員
の

生
活
実
態
を
知
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

 

本
部
は
６
月
20
日
、
世
代
間

に
よ
る
不
公
平
を
な
く
し
、
全

社
員
が
納
得
で
き
る
扶
養
手

当
を
め
ざ
し
て
、
申
11
号
「
扶

養
手
当
の
見
直
し
に
関
す
る

申
し
入
れ
」
を
経
営
側
に
提
出

し
ま
し
た
。 

■
申
し
入
れ
項
目 

１
．
扶
養
親
族
別
の
金
額
に
つ

い
て
⑴
配
偶
者
の
項
を
、
現

行
の
１
６
，
０
０
０
円
と
す

る
こ
と
。 

 

18
．
Ｅ
Ｔ
１
２
７
系
前
面
ガ
ラ

ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
り
直
す
こ
と
。 

19
．
工
事
列
車
（
途
中
卸
し
）

作
業
時
は
切
換
停
電
等
の
競

合
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
。 

20
．
工
事
列
車
（
途
中
卸
し
）

作
業
終
了
後
の
発
車
時
機
は

各
運
輸
区
統
一
す
る
こ
と
。 

21
．
新
潟
駅
電
留
線
入
出
区
に

伴
う
点
呼
の
必
要
性
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

22
．
乗
務
員
の
各
駅
対
面
点
呼

を
廃
止
し
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
Ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
に
統
一
す
る
こ
と
。 

23
．
只
見
線
の
通
信
設
備
を
確

保
す
る
こ
と
。 

24
．
新
潟
支
社
管
内
全
線
の
勾

配
標
、
曲
線
制
限
標
、
キ
ロ
程

標
を
整
備
す
る
こ
と
。 

25
．
団
体
交
渉
確
認
事
項
を
早

急
に
履
行
す
る
こ
と
。 

①
只
見
線
踏
切
番
号
標
の
設

置 

②
越
後
寒
川
駅
中
線
停
止
位

置
目
標
の
設
置 

 

る
こ
と
。 

16
．
現
在
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄

道
へ
出
向
し
て
い
る
出
向
者

の
将
来
展
望
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

17
．
設
備
社
員
の
前
頭
添
乗
は

２
名
を
限
度
と
す
る
よ
う
に

系
統
間
の
調
整
を
す
る
こ
と
。 

７
．
新
津
運
輸
区
へ
の
女
性
用

休
養
管
理
室
設
置
の
計
画
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

８
．
越
後
湯
沢
駅
１
番
線
の
旧

運
転
室
脇
の
詰
所
を
乗
務
員

乗
り
継
ぎ
詰
所
と
し
、
電
子

レ
ン
ジ
、
ポ
ッ
ト
、
ゴ
ミ
箱
の

設
置
及
び
流
し
台
、
ト
イ
レ

を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。 

９
．
上
越
線
・
信
越
本
線
の
停

目
を
２
、
４
、
６
停
目
に
統
一

す
る
こ
と
。 

10
．
乗
務
員
休
養
管
理
室
に
お

け
る
２
段
ベ
ッ
ド
の
上
下
同

時
使
用
を
や
め
る
こ
と
。 

11
．
越
乃
Ｓ
ｈ
ｕ
＊
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ

運
転
室
に
冷
房
を
整
備
す
る

こ
と
。 

12
．
飯
山
線
下
り
列
車
３
両
運

転
時
の
越
後
川
口
駅
進
入
時

の
パ
タ
ー
ン
を
改
修
す
る
こ

と
。 

13
．
Ｓ
Ｌ
回
送
に
関
連
す
る
土

曜
日
の
単
８
４
４
６
列
車
と

日
曜
日
の
単
８
４
２
３
列
車

の
運
転
を
や
め
Ａ
・
Ｂ
行
路

と
も
に
新
津
滞
泊
と
す
る
こ

と
。 

14
．
土
休
日
運
転
の
８
３
８
３
Ｍ

を
毎
日
運
行
と
す
る
こ
と
。 

15
．
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
の

直
江
津
運
転
セ
ン
タ
ー
庁
舎

及
び
直
江
津
駅
休
憩
室
（
旧

車
掌
区
）
に
以
前
設
置
さ
れ

て
い
た
信
越
線
全
線
も
見
ら

れ
る
Ｔ
Ｉ
Ｄ
を
再
度
設
置
す

の
悲
鳴
は
止
む
こ
と
な
く
、
結

果
と
し
て
お
客
さ
ま
へ
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
事
態
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

安
全
安
定
輸
送
や
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
現
場
社
員
の
声
に
耳

を
傾
け
、
働
き
や
す
い
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。 新

潟
地
本
は
６
月
21
日
、
現

場
第
一
線
の
社
員
・
組
合
員
か

ら
の
声
を
も
と
に
、
申
11
号
と

し
て
ダ
イ
ヤ
改
正
の
検
証
及

び
諸
設
備
に
関
す
る
申
し
入

れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

今
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た

ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
Ｅ
１
２
９

系
車
両
の
増
投
入
を
通
じ
て

ワ
ン
マ
ン
運
用
の
拡
大
が
図

ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
間
新
潟
地
本
は
、
ワ
ン

マ
ン
運
転
の
導
入
や
拡
大
に

伴
い
問
題
が
発
生
す
る
都
度

申
し
入
れ
等
を
通
じ
て
、
設

備
・
制
度
等
の
改
善
を
求
め
、

安
全
上
の
問
題
や
、
旅
客
対
応

が
困
難
に
あ
る
現
状
な
ど
を

解
消
す
る
た
め
に
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
支
社
側
の
問
題
放

置
に
よ
り
現
場
第
一
線
か
ら

こ
と
。 

９
．
越
後
川
口
駅
上
下
線
の
Ｉ

Ｔ
Ｖ
を
、
陽
光
が
当
た
っ
て

も
見
や
す
い
よ
う
に
改
修
す

る
こ
と
。 

10
．
六
日
町
駅
上
り
ワ
ン
マ
ン

停
目
及
び
ミ
ラ
ー
を
20
ｍ
五

日
町
方
に
移
設
及
び
地
上
子

を
新
設
し
、
乗
降
確
認
・
後
部

確
認
を
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。 

11
．
越
後
湯
沢
駅
中
２
番
線
下

り
の
ワ
ン
マ
ン
ミ
ラ
ー
の
角

度
を
調
整
し
見
や
す
く
す
る

こ
と
。 

12
．
試
運
転
列
車
を
仕
立
て
ワ

ン
マ
ン
設
備
の
不
備
を
再
調

査
し
、
改
善
を
図
る
こ
と
。 

 

ね
う
ま
ラ
イ
ン
へ
の
乗
り
換

え
時
分
に
余
裕
を
持
た
せ
る

こ
と
。 

８
．
来
迎
寺
駅
上
り
ホ
ー
ム
ミ

ラ
ー
の
位
置
、
も
し
く
は
角

度
を
調
整
し
見
や
す
く
す
る

ル
板
製
）
の
改
善
を
行
い
、
車

内
ミ
ラ
ー
の
視
認
性
を
確
保

す
る
こ
と
。 

６
．
ワ
ン
マ
ン
列
車
時
の
運
転

時
分
を
次
の
通
り
と
す
る
こ

と
。 

①
上
り 

笠
島
駅
～ 

米
山
駅
間 

４
分
０
０
秒 

②
下
り 

柏
崎
駅
１
番
～ 

茨
目
駅
間 

４
分
０
０
秒 

③
上
下 

上
下
浜
～ 

柿
崎
駅
間 

３
分
３
０
秒 

７
．
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
直

江
津
駅
に
お
け
る
信
越
本
線

ワ
ン
マ
ン
列
車
か
ら
妙
高
は

 

１
．
ワ
ン
マ
ン
運
転
区
間
各
駅

に
簡
易
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
改
札
機

を
設
置
す
る
こ
と
。 

２
．
運
転
士
に
よ
る
精
算
業
務

を
伴
わ
な
い
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
。 

３
．
長
岡
～
直
江
津
駅
間
の
ワ

ン
マ
ン
列
車
に
お
け
る
長
時

間
便
乗
を
や
め
る
こ
と
。 

４
．
設
備
社
員
の
前
頭
添
乗
は

１
名
を
限
度
と
す
る
よ
う
に

系
統
間
の
調
整
を
す
る
こ

と
。 

５
．
Ｅ
１
２
９
系
運
賃
箱
上
の

回
転
式
仕
切
り
戸
（
ア
ク
リ

３
．
各
運
輸
区
に
お
け
る
ダ
イ

ヤ
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の

成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

４
．
乗
務
員
に
貸
与
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
デ
ー
タ

更
新
は
誰
が
行
う
の
か
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

５
．
２
０
１
７
年
赤
川
花
火
大

会
に
お
け
る
輸
送
体
制
に
つ

い
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

６
．
新
潟
運
輸
区
Ｂ
１
２
４
７

行
路
の
４
６
７
Ｍ
新
潟
駅
２

番
線
ホ
ー
ム
留
置
手
配
時
、

２
５
６
２
Ｍ
発
車
ま
で
の
４

分
を
付
加
時
間
と
し
て
付
与

す
る
こ
と
。 

１
．
乗
り
継
ぎ
時
の
作
業
増
加

に
伴
い
、
乗
り
継
ぎ
時
間
を

３
分
以
上
確
保
す
る
こ
と
。 

２
．
車
掌
の
基
本
時
刻
表
の
サ

イ
ズ
を
胸
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

に
す
る
こ
と
。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 


